
　

最
近
特
に
思
う
事
。
自

分
で
山
行
計
画
を
立
て
な

い
人
が
多
過
ぎ
る
。
ツ
ア

ー
登
山
や
ガ
イ
ド
登
山
が

蔓
延
し
、
装
備
や
食
料
、

足
の
手
配
ま
で
全
て
や
っ

て
く
れ
る
▼
そ
ん
な
こ
と
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が
背
景
に
有
る
の
か
山
岳
会
に
お
い

て
も
計
画
が
出
来
上
が
っ
た
段
階
で

「
私
も
行
き
ま
す
」
と
い
う
「
付
い

て
行
き
ま
す
。
連
れ
て
行
っ
て
下
さ

い
。」
型
の
人
が
多
い
の
で
は
▼
本

当
の
山
登
り
は
計
画
の
段
階
か
ら
や

っ
て
こ
そ
面
白
い
。
自
分
の
目
で
見

て
今
度
は
あ
そ
こ
登
っ
て
み
よ
う
と

思
い
。
あ
る
い
は
地
図
を
広
げ
て
そ

こ
か
ら
思
い
を
め
ぐ
ら
す
▼
自
分
の

登
り
た
い
所
を
見
つ
け
た
ら
記
録
を

調
べ
、
ア
ク
セ
ス
を
調
べ
日
程
を
決

め
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
近
郊
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
食
料
や
装

備
の
計
画
を
立
て
る
。
出
発
ま
で
に

そ
の
山
行
の
70
～
80
％
は
終
わ
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は
▼
自

分
で
計
画
を
立
て
な
い
と
地
図
や
コ

ン
パ
ス
も
持
っ
て
行
か
な
い
。
登
山

届
も
出
さ
な
い
。
と
な
る
と
当
然
、

何
か
の
原
因
で
仲
間
か
ら
は
ぐ
れ
道

に
迷
っ
て
も
自
分
だ
け
で
は
対
応
が

出
来
な
く
な
り
遭
難
事
故
へ
と
繋
が

っ
て
行
く
▼
せ
め
て
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
だ
け
の
術
は
持
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
だ
。

　
　

遭
難
対
策
委
員
長　

石
田
英
行

第
70
回

冬
山
講
習
会

　

２
月
７
〜
９
日
に
か
け
て
、
第
70
回
冬
山
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
70
回
の
記
念
す
べ
き
講
習
会
と
な
り
、
34
名
の
一
般
参
加
を

得
て
、
西
穂
山
荘
を
ベ
ー
ス
に
実
施
さ
れ
た
。
講
習
は
８
班
に
分
か

れ
て
、
９
名
の
講
師
の
も
と
で
、
冬
山
の
基
礎
技
術
習
得
と
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
向
け
て
の
訓
練
に
励
ん
だ
。

　

第
70
回
冬
山
講
習
会
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
少
し
で
も
皆
様
の

希
望
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ

い
ろ
と
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん

で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
70
回
目
と
い
う
こ
と
で

記
念
品
を
作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
「
冬
山
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ガ
イ
ド
」

を
作
成
し
講
習
の
不
足
分
を
自
習

し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は

寒
波
襲
来
に
よ
る

厳
し
い
気
象
条
件

で
し
た
が
、
か
え

っ
て
本
格
的
な
冬

山
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
は
概
ね

好
評
で
し
た
。

　

冬
山
の
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
か
ら
身

を
ま
も
る
準
備
を

行
い
、
白
銀
に
輝

く
山
の
頂
に
立
っ

た
と
き
、
そ
の
喜
び
は
格
別
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

「
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」「
苦
し
み
や
喜
び

を
分
か
ち
合
え
る
仲
間
に
出
会
え

た
」「
自
然
の
豊
か
さ
素
晴
ら
し

さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」
こ

れ
ら
こ
そ
が
山
登
り
の
醍
醐
味
で

あ
り
喜
び
で
す
。
指
導
委
員
会
が

そ
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
よ
り
よ
い
講
習
会
を
行
っ

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
　
　

指
導
委
員
長　

小
畑
和
人

１
班 

４
名  (

講
師 

森
田 

正)

　
各
班
ご
と
に
出
発
。
西
穂
山
荘

ま
で
は
つ
ぼ
足
歩
行
。
休
憩
後
、

丸
山
目
指
し
ア
イ
ゼ
ン
歩
行
、
ラ

ッ
セ
ル
訓
練
。
暴
風
の
た
め
丸
山

ま
で
行
け
ず
、
直
前
で
引
き
返
す
。

山
荘
に
戻
り
、
基
礎
訓
練
。
最
後

に
ス
ノ
ー
マ
ウ
ン
ト
を
作
っ
た
。

　
翌
日
は
合
同
で
雪
崩
講
習
。

【
感
想
】
悪
天
候
の
た
め
冬
山
の

厳
し
さ
を
を
体
験
で
き
、
学
ぶ
こ

と
の
多
い
講
習
会
で
し
た
。
い
ろ

い
ろ
と
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
講

師
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

２
班 

５
名(

講
師 

梅
森
弘
行)

　

西
穂
山
荘
手
前
で
ラ
ッ
セ
ル
練

習
、
ツ
ェ
ル
ト
設
営
練
習
、
耐
風

姿
勢
等
。
丸
山
目
指
し
て
ア
イ
ゼ

ン
登
高
。丸
山
手
前
で
引
き
返
す
。

山
荘
周
辺
で
滑
落
停
止
練
習 

雪

か
ら
水
の
作
成
実
習
。

　

９
日
全
班
合
同
で
雪
崩
講
習 

弱
層
テ
ス
ト
、
埋
没
体
験
、
簡
易

雪
洞
等
。

【
感
想
】
必
死
に
気
象
通
報
を
受

信
し
て
天
気
図
を
作
成
さ
れ
る
姿

に
岳
人
と
し
て
の
原
点
を
見
た
気

が
し
ま
す
。　
　
　
　

(

港
野)

３
班
５
名(

講
師 

中
本
泰
光)

　

雪
山
歩
行
の
方
法
を
学
び
な
が

ら
山
荘
へ
。
テ
ン
ト
設
営
の
お
手

伝
い
の
後
、
西
穂
山
荘
周
辺
で
ピ

ッ
ケ
ル
ワ
ー
ク
滑
落
停
止
技
術
の

練
習
。
ツ
ェ
ル
ト
で
の
ビ
バ
ー
ク

２
日
目
は
全
員
で
雪
崩
講
習
。

【
感
想
】
冬
山
は
厳
し
い
と
痛
感

し
ま
し
た
！
講
師
の
皆
様
が
と
て

も
親
切
で
真
剣
に
身
体
を
張
っ
て

講
習
生
に
学
ば
せ
て
あ
げ
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
頼
も
し
く
と
て
も
あ

り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。
参
加
し

て
本
当
に
よ
か
っ
た
。(

石
塚)

４
班 

４
名(

講
師 

石
田
英
行)

　
　
　
　
　
　【
◀
次
ペ
ー
ジ
】

各
班
の
行
動
と
感
想
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西
穂
山
荘
ま
で
ラ
ッ
セ
ル
。
山

荘
か
ら
、
ワ
カ
ン
と
ア
イ
ゼ
ン
歩

行
、
ピ
ッ
ケ
ル
ワ
ー
ク
、
ラ
ッ
セ

ル
と
い
っ
た
冬
山
の
基
本
技
術
の

実
践
、
テ
ン
ト
設
営
。
９
日
講
習

準
備
で
雪
堀
。全
員
で
雪
崩
講
習
。

【
感
想
】
講
習
会
を
通
じ
て
貴
重

な
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
歩
、
い
や
半
歩
で
も
そ

の
距
離
を
詰
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

(

山
崎)

５
班
４
名(

講
師
山
田
ま
ゆ
み)

　

西
穂
高
口
駅
か
ら
西
穂
高
山
荘

へ
適
時
先
頭
を
交
代
し
な
が
ら
つ

ぼ
足
歩
行
、
山
荘
着
テ
ン
ト
設
営

ア
イ
ゼ
ン
＆
ピ
ッ
ケ
ル
、
わ
か
ん

歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
テ
ン
ト
内

で
水
作
り
、
料
理
等
、
テ
ン
ト
生

活
実
習
。
翌
日
、
テ
ン
ト
撤
収
、

ザ
ッ
ク
片
付
け
ツ
ェ
ル
ト
を
使
っ

た
ビ
バ
ー
ク
講
習
、
雪
崩
・
弱
層

テ
ス
ト
講
習
会
、
ア
バ
ラ
ン
チ
ギ

ア
訓
練
、
雪
洞
作
り
等
。

【
感
想
】
雪
洞
に
興
味
が
あ
っ
た

の
で
、
と
て
も
良
い
雪
洞
が
作
れ

て
か
な
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
雪

山
テ
ン
ト
生
活
は
全
て
が
初
め
て

で
、
よ
い
経
験
で
楽
し
か
っ
た
で

す
。　
　
　
　
　
　
　

(

堀
江)

【
講
師
講
評
】
短
い
時
間
で
し
た

が
、
今
回
の
講
習
会
に
参
加
し
て

一
つ
で
も
二
つ
で
も
何
か
を
学
ん

で
下
さ
っ
た
な
ら
担
当
講
師
と
し

て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。(

山
田)

６
班 

４
名(

講
師
八
木
理
夫)

【
学
ん
だ
こ
と
】
▼
テ
ン
ト
設
営
・

撤
収
の
仕
方
▼
テ
ン
ト
内
で
の
生

活
技
術
、
飲
料
水
の
作
り
方
等
▼

山
行
計
画
書
の
目
的
、
概
念
図
の

書
き
方
等
▼
低
体
温
症
の
予
防
・

対
策
、
冬
山
で
の
濡
れ
対
策
・
衣

服
調
節
等
▼
登
山
体
力
の
作
り

方
▼
ア
イ
ゼ
ン
装
着
で
の
歩
行
技

術
、
ピ
ッ
ケ
ル
ワ
ー
ク
▼
ビ
ー
コ

ン
、
ゾ
ン
デ
の
使
用
方
法
▼
雪
崩

の
構
造
、
対
策
等

【
感
想
】
天
候
が
悪
く
、
西
穂
山

荘
周
辺
で
は
吹
雪
い
て
お
り
、
そ

ん
な
環
境
下
で
の
テ
ン
ト
設
営
の

厳
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

木
村)

　

初
め
て
の
本
格
的
な
冬
山
、
そ

れ
も
テ
ン
ト
泊
、
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　

(

米
村)

【
講
師
講
評
】
事
故
や
怪
我
、
凍

傷
も
無
く
、
概
ね
時
間
内
で
行
動

で
き
下
山
す
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
こ
の
季
節
、
慣
れ

て
い
る
人
も
、そ
う
で
無
い
人
も
、

サ
バ
イ
バ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
い
つ
か
来
て
く
だ
さ
い
山
の

て
っ
ぺ
ん
に
。
そ
し
て
眺
め
て
く

だ
さ
い
登
山
を
。　
　

(

八
木)

７
班 

５
名(

講
師 

井
出
泰
宏
・ 

　

阿
麻
橘 

秀
佳)

　

幕
営
具
や
食
料
な
ど
共
同
装
備

を
参
加
者
で
担
架
。
テ
ン
ト
設
営

で
は
、
整
地
や
設
置
法
、
ま
た
水

の
確
保
な
ど
生
活
術
を
学
ぶ
。
ま

た
雪
中
で
は
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
、
他
班
に
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

行
っ
た
。

【
感
想
】
各
山
岳
会
を
代
表
す
る

方
を
講
師
に
、
様
々
な
条
件
下
で

適
時
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
、
技
術
的
な
事
も
然
る
こ
と
乍

ら
、
凍
傷
リ
ス
ク
が
学
べ
た
こ
と

は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
感
謝
い

た
し
ま
す
。　
　
　
　

(

佐
伯)

【
講
師
講
評
】
初
日
は
吹
雪
、
翌

朝
は
晴
天
と
、
良
い
冬
山
を
経
験

し
ま
し
た
。
天
幕
で
皆
で
過
ご
す

時
間
と
食
事
は
登
山
の
醍
醐
味
で

す
。
今
回
の
講
習
会
で
皆
様
そ
れ

ぞ
れ
の
興
味
や
課
題
に
対
し
て
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
て
い
れ
ば

幸
い
で
す
。　
　
　
　

(

井
出)

朝
日
班
３
名(

講
師
岩
田
修
一)

　

朝
日
班
は
３
人
、
私
と
ム
ー
ビ

ー
の
取
材
の
練
習
も
兼
ね
て
参
加

し
た
若
者
２
人
。
西
穂
口
か
ら
班

ご
と
に
出
発
。
西
穂
山
荘
着
後
テ

ン
ト
設
営
手
伝
い
。
設
営
後
、
い

よ
い
よ
丸
山
へ
、
ま
ず
は
ワ
カ
ン

の
練
習
。
そ
し
て
ラ
ッ
セ
ル
。　

　

翌
日
合
同
で
雪
崩
講
習
。
雪
崩

の
仕
組
み
、
ふ
だ
ん
で
は
出
来
な

い
埋
没
体
験
、ゾ
ン
デ
の
使
い
方
。

こ
れ
か
ら
も
、
事
故
が
無
い
よ
う

に
初
心
に
帰
り
丁
寧
な
山
登
り
を

心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
岳
連

の
皆
様
、
講
師
の
皆
様
参
加
さ
れ

た
皆
様
、
短
い
講
習
期
間
で
し
た

が
あ
ら
た
め
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
　

(

斉
藤)

【
講
師
講
評
】
冬
山
の
天
候
が
少

し
味
わ
え
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

ラ
ッ
セ
ル
に
つ
い
て
も
、
基
本
は

同
じ
で
す
が
応
用
が
い
ろ
い
ろ
あ

る
の
で
実
践
し
て
下
さ
い
。
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
ま
た
次
の
講
習

会
に
参
加
し
て
下
さ
い
。（
岩
田)

昭
和
22
年

　

戦
前
の
「
山
の
集
い
」
で
開
催
の

冬
期
冬
山
講
習
会
を
復
活　

30
数　

名
参
加

昭
和
23
年

　

第
８
回
登
山
ス
キ
ー
講
習
会

大
阪
府
ス
キ
ー
連
盟
、
大
山
山
岳　

会
と
共
催 

講
師
藤
木
九
三
、
岡
田

昭
和
25
年

第
10
回
登
山
ス
キ
ー
講
習
会(

大

山)昭
和
35
年

第
16
回
冬
山
登
山
講
習
会(

大
山)

　

85
名
参
加　

在
阪
の
登
山
・
ス

　

キ
ー
店
が
行
事
を
支
援

昭
和
39
年

第
20
回
冬
山
登
山
講
習
会(

大
山)

昭
和
47
年

第
28
回
冬
山
登
山
講
習
会(

御
岳)

　

２
０
０
名
参
加

昭
和
49
年

第
30
回
冬
山
登
山
講
習
会(

御
岳)

平
成
15
年

第
60
回
冬
山
登
山
講
習
会(

大
山)

冬
山
講
習
会

70
回
の
あ
ゆ
み

■
70
回
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト

2014 年 (平成 26 年 )4 月 1 日発行



 
新
春
交
歓
会

山　岳　大　阪

　

岳
人
の
集
い
、
平
成
26
年
度
新

春
交
歓
会
が
一
月
十
九
日(
日)

、

多
く
の
ご
来
賓
や
大
阪
府
山
岳
連

盟
関
係
者
な
ど
83
名
を
一
堂
に
会

し
、
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
瑞
鳥
の
間
で
行
わ
れ
た
。

　

歓
迎
の
挨
拶
に
立
っ
た
山
並
久

次
会
長
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
を
ア
ス
リ

ー
ト
と
し
て
歓
迎
し
、
本
年
の
通

常
国
会
で
法
案
が
提
出
さ
れ
る
予

定
の
「
山
の
日
」
が
国
民
の
祝
日

と
な
る
こ
と
を
、
山
岳
界
と
し
て

も
切
に
願
っ
て
い
る
。
ま
た
２
年

後
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
連
盟

に
対
し
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の

ご
協
力
を
頂
き
た
い
。
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

ご
来
賓
の
挨
拶
に
移
り
、
始
め

に
千
早
赤
阪
村
村
長
松
本
昌
親
氏

は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
イ
ル
の

活
性
化
と
し
て
、
大
阪
府
南
端
の

岬
町
ま
で
の
延
伸
を
推
し
進
め
る

の
で
、
連
盟
な
ど
の
協
力
で
活
性

化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
ご
挨
拶

さ
れ
、
大
阪
体
育
協
会
事
務
局
長

本
田
勝
士
氏
は
、
人
と
の
出
逢
い

を
大
切
に
し
、
体
育
協
会
の
若
返

り
を
図
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
の
人

材
育
成
に
寄
与
し
た
い
と
ご
挨

拶
。
最
後
に
、
日
本
山
岳
協
会
副

会
長
・
近
畿
地
区
山
岳
連
盟
会
長

國
松
喜
仲
氏
よ
り
、
歴
史
あ
る
大

阪
府
山
岳
連
盟
な
ど
と
私
達
が
結

束
し
、
日
本
の
登
山
界
を
代
表
す

る
存
在
と
し
て
、
ま
ず
近
畿
地
区

の
連
盟
が
強
く
な
り
ま
し
ょ
う

と
、
ご
来
賓
の
挨
拶
を
締
め
く
く

ら
れ
た
。

　

次
に
、「
山
で
は
高
齢
者
も
多

い
が
若
い
人
も
増
え
た
。
更
に
飛

躍
で
き
る
年
に
な
る
よ
う
決
意
を

込
め
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
さ
れ
た

大
東
市
山
岳
連
盟
横
山
忠
信
氏
ご

発
声
に
よ
る
乾
杯
の
あ
と
、
会
は

歓
談
に
移
り
、「
生
涯
現
役
ス
ポ

ー
ツ
賞
」
表
彰
者
と
し
て
、
近
畿

山
岳
愛
好
会(

団
体)

、
吉
田
慎

平
氏(

金
賞
、
や
ま
ゆ
き
会)

、

北
安
洋
氏(

銀
賞
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
山
岳
会)

が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

さ
れ
た
あ
と
各
表
彰
に
移
り
、「
大

阪
府
山
岳
連
盟
会
長
賞
」
で
は
国

体
出
場
の
清
水
良
祐
氏(

監
督)

、

清
水
裕
登
氏(

選
手)

、
藤
脇
祐

二
氏(

選
手)

が
、「
日
本
山
岳

協
会
功
労
者
」
と
し
て
山
並
久
次

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
偶
然
に
開
催
当
日
に
70
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歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
中
村

久
住
副
会
長
が
、
私
は
ま
だ
ま
だ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
ま
す
と
飛
び
入
り
で

ご
挨
拶
さ
れ
る
な
ど
、COUNTRY 

STRANGERS

に
よ
る
カ
ン
ト
リ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
バ
ン
ド
演
奏
が

場
を
盛
り
上
げ
る
中
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
岳
人
と
し
て
各
々
の
懇

親
を
深
め
、
盛
会
の
う
ち
に
14
時

閉
会
と
な
っ
た
。(

佐
伯
典
昭)

加
盟
団
体
の
紹
介

大
阪
教
育
大
学
山
岳
会

　

大
阪
教
育
大
学
山
岳
会
は
、
大

阪
教
育
大
学
山
岳
部
の
部
員
と
山

岳
部
Ｏ
Ｂ
で
構
成
し
て
い
る
山
岳

会
で
す
。
昭
和
30
年
頃
に
結
成
さ

れ
、
現
在
の
会
員
数
は
大
学
生
２

名
と
Ｏ
Ｂ
約
90
名
で
す
が
、
Ｏ
Ｂ

の
高
齢
化
の
た
め
実
働
会
員
は
数

名
で
す
。

　

活
動
は
、
年
間
２
・
３
回
程
度

の
合
宿
と
大
阪
近
郊
で
の
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
夏
合
宿
は
、
劔

岳
等
で
岩
登
り
・
縦
走
、
冬
合
宿

は
八
ヶ
岳
等
で
岩
稜
・
氷
瀑
登

り
、
秋
は
穂
高
岳
等
で
岩
登
り
、

春
は
後
立
山
等
で
山
岳
ス
キ
ー
な

ど
、
登
攀
中
心
の
登

山
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
普
段
は
、
六

甲
山
系
の
岩
場
等
で

岩
登
り
の
練
習
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
か
ら
50
年

代
は
、
若
手
Ｏ
Ｂ
が

多
か
っ
た
の
で
、
会

と
し
て
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
六
千

ｍ
峰
を
中
心
に
数
回
の
海
外
登
山

に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
は

若
手
Ｏ
Ｂ
が
減
少
し
、
Ｏ
Ｂ
会
員

は
他
の
山
岳
会
へ
の
重
複
加
入
を

認
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
他
の

山
岳
会
に
も
加
入
し
、
登
攀
活
動

や
海
外
登
山
を
し
て
い
る
会
員
も

い
ま
す
。

　

今
後
の
会
の
課
題
と
し
て
は
、

現
在
２
名
の
50
歳
代
後
半
の
上

級
指
導
員
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
技
術
指
導
等
を
若
手
Ｏ
Ｂ
に

引
き
継
ぎ
、
若
手
中
心
の
登
山

活
動
に
変
え
、
会
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　

記　

藤
本 

慶
信

(

昨
年
の
劔
岳
で
の
夏
合
宿)

(27)
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指
導
委
員
会

 パ
ー
ソ
ナ
ル
委
員
会

◆
２
月
23
日(

日)

　

参
加
者
13
名

マ
キ
ノ
高
原
駐
車
場
〜
西
山
林
道

出
会
〜
寒
風
〜
栗
柄
〜
武
奈
の
木

平
〜
駐
車
場

　

花
と
展
望
を
期
待
し
て
訪
れ
た

こ
と
の
あ
る
赤
坂
山
。
冬
は
雪
の

多
さ
と
風
の
強
さ
を
気
に
し
て
、

行
く
機
会
を
逃
が
し
て
い
た
が
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
の
山
行
き
と
い
う
こ

と
で
、
安
心
し
て
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
安
定
し
た
天
候
の
も

と
、
曇
り
の
ち
晴
れ
。
積
雪
量
も

   

パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
ル
パ
イ
ン
チ
ー
ム

◆
１
月
25
〜

26
日　
テ
ン
ト
泊

　

参
加
者
12
名
、
講
師
３
名

25
日(

土)

駐
車
場
着
〜
大
神

山
神
社
〜
元
谷
避
難
小
屋
付
近-

テ
ン
ト
設
営

26
日(

日)

テ
ン
ト
場
〜
六
合

目
〜
弥
山
避
難
小
屋
〜
元
谷
避
難

小
屋
付
近-

テ
ン
ト
撤
収
〜
大
神

山
神
社
〜
駐
車
場
→
大
阪　

　

初
級
ア
ル
パ
イ
ン
チ
ー
ム
初
の

冬
山
宿
泊
訓
練
、
た
だ
生
憎
の
天

候
で
憧
れ
の
大
山
は
姿
を
現
す
こ

と
な
く
、
私
た
ち
を
大
き
な
試
練

に
立
ち
向
か
わ
せ
た
こ
と
が
、
訓

練
と
し
て
一
番
の
成
果
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

26
日
（
日)

６
時
半
吹
雪
の
中
を

海
外
登
山
と
懇
親
会

◆
２
月
18
日　
　
参
加
19
名

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
２
月
の
委
員
会
は

海
外
委
員
会
と
共
同
で
「
海
外
登

山
報
告
と
懇
親
会
」
と
な
っ
た
。

二
つ
の
海
外
登
山
報
告

＊
吉
田
智
美　

西
北
ネ
パ
ー
ル
遠

征(

ト
ル
ボ
か
ら
タ
サ
ル
ツ
ェ
峰

へ)

２
０
１
３
年
10
月

＊
木
村
正
一(

関
西
登
高
会)

「
ア

イ
ガ
ー
ミ
ッ
テ
ル
レ
キ
稜
」
を
平

均
64
歳
の
仲
間
と
登
っ
た
。

(

２
０
１
２
年
８
月)

　

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
お
二
人
の

お
話
に
、
質
問•

感
想
が
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
、
和
や
か
に
懇
親
会

が
お
こ
な
わ
れ
、
参
加
者
は
海
外

登
山
へ
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
。

赤
坂
山
周
回

少
な
く
、
日
本
海
側
か
ら
吹
き
つ

け
る
風
も
大
し
た
こ
と
も
無
く
、

実
に
穏
や
か
な
雪
山
歩
き
と
な
り

ま
し
た
。
厳
し
い
雪
山
歩
き
の
経

験
と
は
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
後
半
、
青
空
が
雪
の
白

さ
を
引
き
立
た
せ
、
あ
の
山
こ
の

山
と
展
望
も
得
ら
れ
、
楽
し
く
気

持
ち
よ
く
歩
け
、
心
地
良
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。(
林
千
香
子)

出
発
。
山
頂
直
下
避
難
小
屋
が
現

れ
た
10
時
半
。悪
天
で
急
ぎ
下
山
。

下
り
る
と
、
な
ん
と
テ
ン
ト
が
雪

に
埋
ま
っ
て
い
た
。
16
時
50
分
大

神
山
神
社
へ
到
着
し
た
時
は
、
無

意
識
に
神
殿
に
向
か
い
感
謝
と
礼

拝
。
温
泉
で
汗
を
流
す
頃
に
は
、

疲
労
感
が
な
ん
と
も
言
え
な
い
満

足
感
に
代
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
山
行
は
、
得
る
も
の
が

多
く
貴
重
な
体
験
が
出
来
ま
し

た
。　
　
　
　
　

(

福
井
敏
文)

伯
耆
大
山

　

初
心
者
向
け
の
冬
山
テ
キ
ス
ト

冬
山
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ガ
イ
ド
を
作
成

し
ま
し
た
。
好
評
に
て
初
版
は
完

売
し
ま
し
た
。
改
訂
し
て
増
刷
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
２
月
22
〜

23
日

参
加
者
計
11
名

９
時
梅
田•

天
王
寺
と
２
台
に
分

か
れ
出
発
。

　

上
野
登
山
口
12
時
過
ぎ
登
山
開

始
。
登
山
道
に
は
雪
は
な
く
土
の

上
を
歩
く
。
３
合
目
で
、
よ
う
や

く
雪
が
出
て
く
る
。テ
ン
ト
設
営
。

　

翌
日
訓
練
し
な
が
ら
稜
線
へ
。

９
時
15
分
、
全
員
が
稜
線
へ
出
た

と
こ
ろ
で
ピ
ー
ク
へ
。
下
り
は
七

合
目
辺
り
ま
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
ッ
ク
ス
ビ
レ
イ
を
行
い
、
13
時

過
ぎ
テ
ン
ト
場
到
着
、
テ
ン
ト
撤

収
。
薬
草
の
湯
で
解
散
。

　

い
い
訓
練
山
行
と
な
り
ま
し

た
。
も
う
少
し
雪
が
あ
っ
て
欲
し

か
っ
た
な
ぁ
。(

山
本
め
ぐ
み)

訓
練
山
行 

伊
吹
山

＜ No.200 ＞
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山岳で頼もしい
パートナー。
山岳で頼もしい

ナ
2波同時受信機能。

ナー。

最高水準の防水性能IPX7。
受信機能

高精度GPSレシーバー※。

54,800円＋税

144/430MHz デュアルバンドデジタルトランシーバー
（GPSレシーバー内蔵）

ID-51

山岳で頼
パ トナパ トナパートナ
2波同時受信機能。

準の防水性能IPX7。
GPSレシーバー※。

54 8

144/430MHz デュアルバンドデジタルトランシーバー/430MH デ アルバンドデジタルトランシ バ
（GPSレシーバー内蔵）

ジ

2波同時
最高水準
高精度G

※緯度／経度／高度の測位精度は、電波の受信状態
　によって異なります。

遭
難
対
策
委
員
会

◆
２
月
１
日
〜
２
日

　

今
年
も
積
雪
が
少
な
く
マ
キ
ノ

高
原
ス
キ
ー
場
の
最
上
部
で
の
講

習
と
な
り
断
面
観
察
や
弱
層
テ
ス

ト
が
出
来
ず
残
念
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
分
ビ
ー
コ

ン
、
プ
ロ
ー
ブ
の
講
習
に
時
間
を

割
く
こ
と
が
出
来
、
そ
う
い
う
意

味
で
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

応
用
コ
ー
ス
も
雪
上
で
の
ア
ン
カ

ー
設
置
、
確
保
技
術
と
雪
は
少
な

か
っ
た
で
す
が
そ
れ
な
り
に
達
成

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

積
雪
期
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

第
２
回
鈴
鹿
山
系
連
絡
協
議
会

比
良　

御
殿
山

 　
大
峰　

観
音
峰

◆
１
月
25
日(

土)

参
加
20
名
、
ス
タ
ッ
フ
４
名

パ
ー
ソ
ナ
ル
委
員
会
と
の
共
催
企

画
や
っ
て
み
よ
う
雪
山
！

　

雪
山
を
初
め
て
の
人
も
参
加
。

出
発
前
に
読
図
、
天
気
図
の
見
方

等
講
習
。
雪
面
の
歩
き
方
、
ア
イ

ゼ
ン
で
の
歩
行
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
使

い
方
等
の
雪
山
で
の
基
礎
技
術
を

確
認
し
な
が
ら
の
山
行
。
残
念
な

が
ら
雪
が
少
な
く
、
樹
氷
も
み
れ

な
か
っ
た
。
御
殿
山
頂
上
は
お
預

け
。
途
中
ま
で
だ
っ
た
が
、
意
義

あ
る
山
行
と
な
っ
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

第
166
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

第
168
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

第
167
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

大
阪
50
山　

嶽
山

◆
12
月
８
日(

日)

参
加
16
名
。
ス
タ
ッ
フ
６
名
。

　

ゆ
っ
く
り
め
の
午
前
10
時
、
近

鉄
汐
ノ
宮
駅
に
集
合
。
富
田
林
の

最
高
峰
・
金
胎
寺(

こ
ん
た
い
じ

)

山
へ
。
城
山
と
も
よ
ば
れ
地
元

の
方
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
山
で
あ

る
。
登
っ
て
み
れ
ば
城
山
と
呼
ば

れ
る
理
由
が
判
る
。
低
山
な
の
に

実
に
展
望
が
良
く
、
３
６
０
度
見

張
ら
せ
る
。
こ
こ
に
城
を
築
き
た

い
気
持
ち
に
大
賛
同
だ
。

　

展
望
を
堪
能
し
た
後
は
元
の
道

を
戻
っ
て
願
昭
寺
か
ら
城
山
オ
レ

ン
ジ
園
の
中
を
抜
け
て
か
ん
ぽ
の

湯
の
敷
地
内
に
あ
る
獄
山
の
頂
上

へ
。
瀧
谷
不
動
に
お
参
り
し
て
か

ら
瀧
谷
不
動
駅
で
解
散
。
富
田
林

駅
ま
で
電
車
で
移
動
し
て
う
ぐ
い

す
の
湯
へ
。
ゆ
っ
く
り
と
温
泉
を

堪
能
し
て
食
べ
飲
み
放
題(

す
き

や
き
又
は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ)

で
納

山
会
。
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

富
田
林
駅
で
再
度
の
解
散
。
楽
し

い
締
め
く
く
り
の
山
行
と
納
山
会

が
で
き
ま
し
た
。(

氷
見
美
子)

◆
２
月
16
日(

日)

　

２
日
目
は
朝
か
ら
土
砂
降
り
の

雨
。
急
遽
体
育
館
で
の
講
習
と
な

り
ま
し
た
。
体
育
館
内
で
シ
ー
ト

搬
送
の
梱
包
、
各
種
ビ
ー
コ
ン
の

機
種
に
よ
る
操
作
の
違
い
、
性
能

の
違
い
等
を
習
得
し
て
頂
い
た
。 

夜
も
シ
ー
ト
搬
送
の
梱
包
と
低
体

温
症
、
凍
傷
に
付
い
て
の
講
習
を

全
員
で
行
い
、
２
日
間
雪
の
無
い

中
出
来
る
だ
け
の
講
習
は
行
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
参
加
し
て
頂

い
た
皆
さ
ん
に
は
雪
不
足
と
は
言

え
十
分
な
講
習
が
出
来
な
か
っ
た

事
は
大
変
申
し
訳
な
く
想
い
、
来

年
度
に
は
よ
り
良
い
講
習
会
が
出

来
る
よ
う
遭
対
委
員
一
同
頑
張
り

ま
す
。 

　

遭
難
対
策
委
員
長　

石
田
英
行

◆
11
月
９
日
10
日

　

各
府
県
山
岳
連
盟
の
現
状
及
び

活
動
報
告
と
課
題
に
つ
い
て
遭
難

対
策
、
自
然
保
護
各
委
員
会
の
活

動
報
告
が
行
わ
れ
た
。
最
近
の
登

山
者
の
遭
難
形
態
や
意
識
な
ど
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
調
査
デ
ー
タ
を
も

と
に
分
析
さ
れ
、
傾
向
や
今
後
の

対
応
策
を
示
す
手
が
か
り
を
得
る

貴
重
な
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

９
日
早
朝
武
平
峠
で
登
山
届
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

(

稲
葉
博
則)

や
っ
て
み
よ
う
雪
山
！

参
加
者
17
名
、
ス
タ
ッ
フ
３
名

　

素
晴
ら
し
い
好
天
の
中
で
の
登

山
と
な
り
ま
し
た
！

積
雪
量
が
多
く
、
バ
ス
の
到
着
が

大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
が
、
足
並
み

揃
い
快
適
な
ペ
ー
ス
で
観
音
平
に

到
着
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
観

音
峰
山
頂
へ
は
、
深
い
雪
と
時
間

に
阻
ま
れ
て
行
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
稲
村
ヶ
岳
稜
線
を
は
じ
め
と

す
る
素
晴
ら
し
い
展
望
を
堪
能
い

た
し
ま
し
た
。
冬
山
入
門
コ
ー
ス

で
す
が
、
初
夏
に
は
珍
し
い
紅
花

芍
薬
も
咲
き
ま
す
の
で
是
非
登
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。（
田
中
昭
男)

大峰随一の眺望 後ろは大日 •稲村の稜線
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２
０
０
７
年(

平
19)

１
月

１
日
発
行
１
７
１
号
よ
り
、
Ａ
４

サ
イ
ズ
と
な
る
。
鈴
木
副
編
集
長

を
中
心
に
編
集
割
付
版
下
制
作
を

委
員
会
で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

２
０
１
０
年　

宮
崎
一
之
が
編

集
人
に
就
任
。

　

２
０
１
２
年(
平
24)

１
月

１
日
発
行
１
９
１
号
よ
り
表
紙
の

カ
ラ
ー
。
次
号
１
９
２
号
よ
り
全

ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
と
な
る
。

２
０
０
号
記
念
に
想
う

２
０
０
２
年-

２
０
０
９
年

編
集
長　

石
水
久
夫

　　

私
が
山
岳
お
お
さ
か
に
興
味
を

持
ち
、
フ
ァ
イ
ル
し
た
も
の
を
辿

っ
て
み
る
と
ー
ー
ー
故
渡
辺
整
司

氏
が
１
９
８
５
年
に
タ
ブ
ロ
イ
ド

版
４
頁
を
発
行
さ
れ
、
１
９
９
８

年
秋
号
か
ら
赤
松
滋
氏
に
引
継

れ
、
２
０
０
０
年
８
月
１
日
号
よ

り
Ｂ
５
版
１
４
５
号
と
し
て
斧
田

一
陽
へ
、
２
０
０
２
年
８
月
１
日

１
５
３
号
よ
り
石
水
久
夫
が
引
き

継
ぎ
２
０
０
７
年
１
月
１
日
号

よ
り
Ａ
４
版
８
ｐ
に
改
定
さ
れ
、

１
８
１
号
よ
り
宮
崎
一
之
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
て
頂
き
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

１
４
４
号
が
始
ま
り
で
、
そ
れ

以
前
は
号
数
が
表
記
さ
れ
て
い
な

い
。
ど
う
し
て
号
数
を
表
記
し
な

か
っ
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
年
４

回
発
行
し
た
と
し
て
１
０
０
号
の

時
期
を
割
り
出
し
て
み
る
と
25
年

前
の
１
９
８
９
年(

平
成
元
年)

に
な
る
。
私
が
岳
連
で
ハ
イ
キ
ン

グ
委
員
と
し
て
携
わ
る
６
年
前
の

こ
と
、
山
岳
お
お
さ
か
の
記
録
が

保
存
さ
れ
て
な
く
不
明
な
の
で
残

念
で
あ
る
。

　

「
山
岳
お
お
さ
か
」
に
は
岳
連

の
活
動
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
是
非
大
切
に
保
存
し
て
欲
し

い
。

　

私
が
広
報
委
員
長
と
し
て
携
わ

っ
て
い
た
と
き
、
編
集
か
ら
印
刷

ま
で
印
刷
所
一
任
を
、
岳
連
で
編

集
す
る
基
礎
を
創
り
上
げ
て
頂
い

た
鈴
木
考
良
、
宮
崎
一
之
両
氏
に

敬
意
を
評
し
ま
す
。　
　

　〈
２
０
０
６
年
発
行
の

　「
創
立
60
周
年
記
念
誌
」
よ
り
〉

　

１
９
４
８
年(

昭
和
23) 

加
盟

国
体
唯
一
の
連
絡
機
関
で
あ
る
岳
連

時
報
の
発
行
は
、
加
盟
国
体
の
み
な

ら
ず
関
係
各
方
面
の
要
望
で
あ
っ

た
。
大
阪
山
岳
連
盟
時
報
創
刊
号
、

武
内
重
雄
理
事
長
の
挨
拶
文
か
ら
始

ま
り
、
連
盟
発
足
の
経
緯
や
事
業
報

告
と
し
て
、
第
８
回
大
山
ス
キ
ー
登

山
講
習
会
な
ど
が
掲
載
。
登
山
へ

の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
行
動
と
情
熱

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。「
山
岳
大

阪
」
に
題
字
が
変
わ
っ
た
の
は

１
９
７
８
年(

昭
和
53)

12
月

70
号
か
ら
で
す
。---

こ
こ
ま
で

は
、
渡
辺
整
司
発
行
の
「
大
阪
府

山
岳
連
盟
40
周
年
史
」
か
ら
抜
粋

し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
手
持

ち
の
山
岳
お
お
さ
か
を
参
考
に
渡

辺
整
司
・
赤
松
滋
両
氏
か
ら
取
材

し
た
も
の
か
ら
年
を
追
っ
て
簡
単

に
記
し
ま
す
。

　

１
９
８
６
年(

昭
和
61)

７

月
１
日
発
行
よ
り
編
集
人
は
渡

辺
整
司
が
就
任
、
タ
ブ
ロ
イ
ド

版
４
Ｐ
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
に
改
編
。

１
９
９
８
年(

平
成
10)

４
月

１
日
号
よ
り
編
集
人
は
赤
松
滋
氏

が
就
任
。
２
０
０
０
年
４
月
１
日

春
号
か
ら
Ｂ
５
版
８
Ｐ
右
と
じ
の

ス
タ
イ
ル
に
変
身(

フ
ァ
イ
ル
の

便
利
さ
を
追
求)

、
号
数
追
跡
調

査
が
さ
れ
、
１
４
４
号
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
。
２
０
０
０
年(

平
成

12)

８
月
１
日
１
４
５
号
よ
り

編
集
人
は
斧
田
一
陽
が
就
任
。

　

２
０
０
２
年
８
月
１
日
１
５
３

号
よ
り
編
集
人
は
石
水
久
夫
が
就

任
。　
　
　
　
　
　
　

石
水
久
夫

1948年 11月 15日発行の「大阪山岳連盟時報」

創刊号です。これは右半分ですが左側に第8

回大山スキー登山講習会、第２回氷ノ山スキ

ーツアーの案内があります。

Ｂ４版８Ｐ144号(2000)〜 170号(2006)

山
岳
お
お
さ
か
２
０
０
号
の
あ
ゆ
み

　

今
号
で
山
岳
お
お
さ
か
は
２
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
左
の
画
像
が
創
刊
号

で
す
。
昭
和
23
年
11
月
15
日
発
行
の
「
大
阪
山
岳
連
盟
時
報
」。「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
」「
山

岳
大
阪
」、
と
継
続
さ
れ
「
山
岳
お
お
さ
か
」
と
な
っ
た
の
は
１
９
６
１
年
７
月
．

今
の
Ａ
４
版
と
な
っ
た
の
は
２
０
０
７
年
。
そ
の
あ
ゆ
み
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
。
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２
０
０
０
年
４
月
、
Ｂ
４
版
に
な

っ
た
「
山
岳
お
お
さ
か
」
１
４
４

号
か
ら
の
抜
粋
で
す
。

❶
連
盟
創
設
は
昭
和
21
年
で
、
昭

和
23
年
11
月
15
日
発
行
の
「
大
阪

山
岳
連
盟
時
報
」
創
刊
号
が
号
数

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

❷
昭
和
40
年
代
英
３
文
字

「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
」(Federation 

Of 

Mountaineering 
club)

で

再
刊
。
41
年(

１
９
６
９)

〜
53

年(

78)

12
月 

70
号
か
ら
「
山

岳
大
阪
」
に
改
題
、
さ
ら
に
60
年

(

85)

１
月
ま
で
90
号
の
号
数
を

維
持
さ
れ
て
い
た
。

❸
タ
ブ
口
イ
ド
版
〈
山
岳
お
お
さ

か
〉
61
年
（
86
）
７
月
夏
号
か
ら

２
０
０
０
年
１
月
ま
で
年
４
回
、

号
数
標
記
な
し
で
発
刊
。
通
号

（
91
号
〜
１
４
３
号
）が
隠
れ
る
。 

❹
つ
ま
り
当
号
【
大
阪
府
岳
連

季
報
〈
山
岳
お
お
さ
か
〉】
を

１
４
４
号
と
し
て
号
数
を
継
承
し

表
記
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

❺
根
拠
は
「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
」
か
ら
の
号

数
の
継
承
で
す
。

「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
」１
号（
41
年（
66
）10
月
）

以
前　

連
盟
創
設
時
代(

山
岳
連

盟
時
報
昭
和
23
年)(

１
９
４
８)

か
ら
「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
」
直
前
の
号
数
清

算
は
せ
ず
、
今
日
〈
山
岳
お
お
さ

か
〉「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
」
か
ら
の
確
か
さ

を
継
承
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
連
盟
の
18
年
間
の
号
数
を

加
算
し
な
か
っ
た
理
由
は
、 

戦

後
混
乱
社
会
の
中
で
年
間
号
数
が

推
測
に
留
ま
る
今
、 

累
積
号
数

を
避
け
る
の
が
賢
明
と
の
判
断
に

至
っ
た
。

　

余
談
、
試
み
に
時
報
18
年
間
を

累
積
し
た
号
数
は
、
年
4
回
の
場

合
２
１
７
号
。
年
12
回
は
累
積

３
５
５
号
。
連
盟
誌
の
歴
史
の
再

現
仮
想
号
数
で
し
ょ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
歴
史
の
不
継
承
が
悔

や
ま
れ
ま
す
。「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
」
編
集

者
西
本
栄
一
氏
、
前
任
編
集
者
渡

辺
整
司
氏
の
力
添
え
に
よ
る
。 

　

都
度
担
当
が
継
承
さ
れ
ず
に
立

ち
消
え
る
連
盟
誌
で
は
無
念
過
ぎ

る
。「
今
や
ら
ね
ば
後
が
無
い
」

諸
先
輩
か
ら
探
り
後
世
へ
の
人
脈

を
想
い
巡
る
策
定
だ
っ
た
と
ご
理

解
を
願
い
ま
す　
　

(

赤
松
滋)

消
え
た
号
数

2000年1月1日発行タブロイド版(38㎝×25㎝)、

新春第2部を含み６Ｐ。号数が入っていない。

人物画像は左から赤松 滋、石水久夫、山口忠夫、

藤木健策、山並久次、城 隆嗣氏。中折にはパーソ

ナルメンバー募集中が掲載され、府民ハイキング

で「大阪50山」実践トレース第2回「雨山」が報

告として上がっている。

「
山
岳
お
お
さ
か
２
０
０

号
」
発
刊
に
よ
せ
て

２
０
０
０
年-

２
０
０
２
年

編
集
長　

斧
田
一
陽

 　

大
阪
府
山
岳
連
盟
機
関
誌

２
０
０
号
の
発
刊
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

「
大
阪
府
山
岳
連
盟
40
年
史
」

に
は
、
体
内
的
な
会
報
か
ら
、
広

く
配
布
す
る
聞
か
れ
た
広
報
誌
を

目
指
し
て
、
年
４
回
各
６
千
部
の

発
行
を
す
る
主
旨
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
時
の
渡
辺
整
司
編
集
人
の
意

向
に
、
そ
の
方
向
で
進
め
よ
う
と

話
合
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

ま
す
。
従
来
の
Ｂ
５
版
か
ら
タ
ブ

ロ
イ
ド
版
に
し
て
、
機
関
誌
か
ら

機
関
紙
に
す
る
と
の
こ
と
に
は
、

大
い
に
面
食
ら
っ
た
も
の
で
し

た
。
広
告
が
期
待
で
き
る
こ
と
、

発
行
部
数
を
多
く
し
て
、
加
盟
団

体
の
会
員
ま
で
届
け
る
こ
と
や
全

国
の
山
岳
関
係
者
に
送
付
す
る
こ

と
、
登
山
用
品
店
の
店
頭
で
配
布

す
る
こ
と
な
ど
を
目
旨
し
た
。

　

当
時
の
登
山
者
の
情
況
は
、
組

「
山
岳
お
お
さ
か
」
二
〇
〇

号
の
発
刊
に
思
う
！

大
阪
府
山
岳
連
盟

会
長　

山
並
久
次

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
四
五
年
の
余

り
大
阪
府
山
岳
連
盟
の
運
営
に
微

力
な
が
ら
関
わ
っ
て
き
た
が
、「
山

岳
お
お
さ
か
」
の
発
行
に
つ
い
て

は
明
確
な
記
憶
は
余
り
な
い
。
思

い
出
す
こ
と
は
、
十
数
年
前
の
こ

と
だ
が
、
元
・
岳
友
ク
ラ
ブ
赤
松

滋
会
長
が
副
理
事
長
兼
広
報
委

員
長
と
し
て
、「
山
岳
お
お
さ
か
」

の
編
集
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た

の
を
思
い
出
す
。
ま
た
、
同
じ
く

広
報
委
員
で
あ
り
、
の
ち
に
副
理

事
長
、
広
報
委
員
長
と
し
て
二
剛

会
の
石
水
久
夫
氏
が
編
集
を
引
き

継
が
れ
、
発
行
が
継
続
さ
れ
て
き

た
。

　

そ
の
後
、
平
成
22
年
か
ら
、
大

阪
う
す
ゆ
き
山
の
会
の
宮
崎
一
之

氏
が
広
報
委
員
長
と
し
て
、
Ｈ
Ｐ

の
更
新
や
広
報
紙
の
発
行
に
尽
力

し
て
き
た
。
氏
の
改
革
と
し
て
は

ペ
ー
ジ
の
拡
大
や
、
一
部
カ
ラ
ー

刷
の
採
用
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た

紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
願
わ
く
ば
新
人

材
の
確
保
と
育
成
に
よ
っ
て
、
広

報
委
員
会
の
一
層
の
充
実
と
活
性

化
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
の

三
〇
〇
号
、
四
〇
〇
号
へ
と
継
続

し
て
欲
し
い
。

織
的
な
山
岳
会
で
の
登
山
活
動
に

加
え
、
中
高
年
登
山
者
の
増
加
も

あ
っ
て
、
所
謂
未
組
織
登
山
者
が

増
え
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
し
た
。

　

大
阪
府
山
岳
連
盟
は
、
当
時
の

石
塚
彰
会
長
の
方
針
も
あ
り
、
未

組
織
登
山
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

心
が
け
る
こ
と
、
加
盟
団
体
の
会

員
に
情
報
を
届
け
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
ま
し
た
。
当
時
の
「
山
岳

大
阪
」
が
そ
の
役
目
を
担
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
会

員
の
基
と
な
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ

ン
バ
ー
」
制
度
が
で
き
た
の
も
、

機
関
紙
抜
き
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
当
時
と
し
て
は
、
意
識
し
た

活
動
と
し
て
で
は
無
か
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
共
益
だ
け
で
は

な
く
、
公
益
活
動
だ
っ
た
と
も
云

え
る
で
し
ょ
う
。「
大
阪
山
岳
連

盟
時
報
」「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
ニ
ユ
ー
ス
」「
山

岳
大
阪
」「
山
岳
お
お
さ
か
」
と
、

続
い
て
き
た
機
関
誌
が
、
果
た
し

て
き
た
役
割
は
、
連
盟
の
歴
史
で

あ
り
、
宝
で
あ
る
と
云
え
る
で
し

ょ
う
。

　

少
し
の
問
、
編
集
に
携
わ
っ
た

者
と
し
て
は
、
校
正
よ
り
も
お
こ

が
ま
し
く
も
校
閲
に
気
を
つ
け
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
情

報
通
信
の
変
化
で
機
関
誌
の
役
割

も
変
る
で
し
ょ
う
が
、
末
永
く
続

い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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法
人
化
に
向
け
て

　

加
盟
団
体
の
み
な
さ
ま
に
は
大

阪
府
山
岳
連
盟
の
事
業
運
営
に
多

大
な
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

大
阪
府
山
岳
連
盟(

以
下
連
盟)

の
機
構
改
革(

法
人
化)

に
つ

き
ま
し
て
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

な
ぜ
機
構
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
機
構
改
革
の
必
要
性

に
言
及
し
ま
し
た
２
０
１
３
年
１

月
１
日
発
行
の
山
岳
大
阪
の
記
事

「
組
織
体
制
と
運
営
の
見
直
し
」、

お
よ
び
２
０
１
３
年
４
月
１
日
発

行
の
「
岳
連
の
将
来
に
向
け
て
」

を
お
読
み
い
た
だ
け
る
と
一
層
理

解
が
深
ま
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
現
在
の
連
盟
の
活
動
は
加

盟
団
体
お
よ
び
個
人
会
員
さ
ら
に

一
般
の
登
山
愛
好
者
を
対
象
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
予
算
規
模
は
か

な
り
大
き
な
も
の
（
25
年
度
決
算

予
算
書
参
照
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
連
盟
の
活
動
の

基
盤
を
な
す
の
は
財
政
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
収
益
が
こ
れ
ま

で
の
財
政
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

留
保
し
て
い
る
財
産
規
模
も
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の

事
業
規
模
を
有
す
る
団
体
と
し
て

適
正
な
税
務
処
理
は
避
け
て
通
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
て
い

ま
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
厳

し
く
問
わ
れ
て
い
る
社
会
に
あ
っ

て
健
全
な
会
計
処
理
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来

て
い
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
公
益
法
人
制
度
改
革
に

よ
り
平
成
25
年
度
か
ら
日
本
山
岳

協
会
が
公
益
社
団
法
人
と
な
り
ま

し
た
。
日
山
協
の
機
構
改
革
は
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、
連

盟
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ
か
ら
の

組
織
体
制
お
よ
び
運
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て
抜
本
的
に
検
討
す
る
べ

き
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　

法
人
化
を
進
め
る
第
一
の
目
的

は
財
政
の
健
全
な
運
営
を
図
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
が
、
法
人
化
に
よ

っ
て
今
ま
で
の
任
意
団
体
で
は
で

き
な
か
っ
た
執
行
体
制
お
よ
び
事

業
活
動
の
社
会
的
信
用
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
加
盟
団
体
の
み
な
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
も
対
外
的
な
さ
ま

ざ
ま
な
登
山
活
動
や
広
報
活
動
に

お
い
て
社
会
的
信
頼
性
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
そ
の
も
た
ら

す
効
果
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
紙
面
の
都
合
上
詳
細
は
避
け

ま
す
が
、
法
人
化
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
利
益
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と

以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
上
げ
ら
れ

ま
す
。

(1) 
法
人
格
の
取
得
に
よ
っ
て
社
会

的
信
用
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

(2) 

「
法
人
名
義
」
で
銀
行
口
座
の

開
設
や
諸
契
約
の
締
結
が
で
き

る
。

(3) 

収
益
事
業
や
公
益
目
的
事
業
な

ど
を
公
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(4) 

従
業
員
を
採
用
す
る
場
合
に

は
任
意
団
体
名
で
行
う
よ
り
有
利

で
あ
る
。

(5) 

官
庁
の
委
託
事
業
や
補
助
金

の
申
請
な
ど
に
法
人
格
取
得
が
有

利
に
働
く
。

(6)  

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
適
用

さ
れ
る
。（
法
人
格
一
覧
表
を
参
照
）

　

次
に
、
法
人
化
へ
向
け
た
具
体

的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
す
が
、
ゴ

ー
ル
は
公
益
法
人
を
目
指
し
ま

す
。
現
在
の
連
盟
の
活
動
内
容
か

ら
見
て
も
公
益
事
業
と
呼
べ
る
も

の
を
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ゴ
ー
ル
を
置
い
て
も
組
織

の
実
体
が
整
わ
な
け
れ
ば
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
必

要
に
な
る
の
が
機
構
改
革
で
す
。

組
織
体
制
と
運
営
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
４
月
１
日
発
行
の

「
岳
連
の
将
来
に
向
け
て
」
に
お

い
て
も
触
れ
ま
し
た
が
、
予
算
規

模
が
膨
ら
ん
で
い
る
理
由
は
委
員

会
に
よ
る
事
業
が
増
え
て
い
る
た

め
で
す
。
し
か
し
、
増
え
て
い
る

割
に
は
事
務
局
体
制
が
経
営
的
に

運
営
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は

事
務
局
体
制
の
整
備
と
定
款
に
よ

る
位
置
づ
け
を
行
い
、
責
任
と
権

限
の
明
確
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
公
益
法
人
を
目
指
し
つ
つ
当

面
は
非
営
利
型
の
一
般
社
団
法
人

を
視
野
に
定
款
を
改
定
し
、
一
年

後
の
法
人
化
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
後
の
運
営
の
状

況
を
判
断
し
な
が
ら
公
益
法
人
化

を
実
現
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。

　

公
益
法
人
ま
で
の
道
の
り
は
険

し
い
で
す
が
、
非
営
利
型
の
一
般

社
団
法
人
に
な
る
だ
け
で
も
、
収

益
事
業(

法
定
の
34
種
類
の
事

業)

以
外
の
所
得
に
対
し
て
法

人
税
は
非
課
税(

※)

と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。(

※
但
し
、
収
益
事
業
に
対
し
て
は

25•

5
％
、
収
益
事
業
の
所
得

が
８
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は
15

％
の
法
人
税
が
課
せ
ら
れ
る)

　

最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
経
過

を
踏
ま
え
ま
し
て
来
る
5
月
19
日

の
年
次
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
法

人
化
を
目
指
し
て
定
款
の
改
定
作

業
に
入
る
こ
と
を
ご
提
案
申
し
上

げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

待
っ
た
な
し
の
機
構
改
革

大
阪
府
山
岳
連
盟　

副
会
長　

法
規
委
員
長　

小
畑
和
人
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山
で
の
ト
イ
レ
。
皆
さ
ん
は
、

ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

「
で
き
る
だ
け
水
分
を
控
え
ま
す
」

な
ん
て
方
は
居
ま
せ
ん
よ
ね
。
水

分
補
給
は
、
怠
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
熱
中
症
や
筋
肉
麻
痺
を
引
き

起
こ
す
一
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

「
お
花
摘
み
」
な
ん
て
奥
ゆ
か

し
い
山
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
お

花
を
摘
み
に
木
陰
に
行
け
ば
、
真

っ
白
な
ペ
ー
パ
ー
の
花
が
満
開
な

ん
て
嫌
で
す
ね
。

　

基
本
は
、
で
き
る
だ
け
出
発
前

に
駅
の
ト
イ
レ
な
ど
で
済
ま
せ
て

お
く
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

長
時
間
の
行
動
時
は
、
必
要
に
迫

ら
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
我
慢
す

る
の
は
、
身
体
に
良
く
あ
り
ま
せ

ん
。で
き
る
だ
け
人
の
歩
か
な
い
・

水
場
か
ら
離
れ
た
安
全
な
場
所
で

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
使
用

済
み
の
ペ
ー
パ
ー
は
、
小
さ
な
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
持
ち
帰

っ
て
下
さ
い
。

　

数
日
間
お
風
呂
に
入
れ
な
い
場

合
な
ど
は
、
赤
ち
ゃ
ん
用
の
「
お

尻
拭
き
」
を
ペ
ー
パ
ー
の
代
わ
り

に
使
う
の
も
便
利
で
す
。

　

最
近
は
、
携
帯
ト
イ
レ
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
、
利
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
意
外
と
持

ち
帰
り
も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

安
全
で
楽
し
い
登
山
を
(4)

 

山
ガ
ー
ル
の
ま
ま
で
い
い
ん
で
す
か
?  

 

　
山
を
始
め
た
あ
な
た
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス　
　
　

Ｋ
ｏ
Ｄ
ａ
Ｃ
山
の
会
会
長　

日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会　

山
田
ま
ゆ
み　
　
　
　

女
性
だ
か
ら
こ
そ

　

女
性
の
観
点
か
ら
書
い
て
き
ま

し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回

は
、
女
性
だ
か
ら
こ
そ
、
知
っ
て

欲
し
い
こ
と
・
気
を
つ
け
て
欲
し

い
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。

【
身
体
的
な
男
女
差
】

　

子
供
の
頃
か
ら
山
歩
き
・
短
距

離
走
・
カ
ヌ
ー
・
マ
ラ
ソ
ン
・
水

泳
な
ど
、
私
は
、
人
生
の
ほ
と
ん

ど
を
体
を
動
か
し
な
が
ら
生
き
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
若
い
こ
ろ

は
、生
来
の
負
け
ず
嫌
い
も
あ
り
、

「
男
に
な
ん
て
負
け
た
く
な
い
」

と
思
い
、
必
死
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
た
り
山
に
通
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。

　

で
も
、
あ
る
時
、
気
が
つ
き
ま

し
た
。
男
性
と
女
性
は
、
違
う
の

だ
と
い
う
当
た
り
前
の
事
実
に
。

筋
肉
・
脂
肪　
身
体
の
違
い
の
中

で
も
筋
肉
量
は
、
男
女
差
が
か
な

り
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
女

性
は
、
男
性
の
筋
肉
量
の
３
分
の

２
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対

し
て
脂
肪
は
、
反
対
に
男
性
よ
り

も
女
性
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

脂
肪
の
つ
い
た
重
た
い
身
体
を

少
な
い
筋
肉
で
動
か
す
。う
～
ん
、

や
は
り
女
性
は
、
不
利
で
す
ね
。

骨
組
織　
四
肢
の
骨
量
は
、
女
性

は
男
性
の
約
65
％
だ
そ
う
で
す
。

骨
自
体
も
男
性
よ
り
細
く
折
れ
や

す
く
結
合
部
分
も
弱
く
な
っ
て
い

ま
す
。

重
心
位
置　
女
性
は
、
腰
部
の
脂

肪
が
男
性
よ
り
も
多
く
重
心
が
低

い
位
置
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

安
定
度
を
高
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
保

持
か
ら
言
え
ば
、
女
性
の
方
が
有

利
で
す
。
た
だ
し
、
重
心
が
低
い

と
い
う
事
は
そ
の
分
、
重
心
を
高

く
持
ち
上
げ
る
と
い
う
運
動
で
は

不
利
に
な
り
ま
す
。

骨
密
度　
年
齢
と
共
に
骨
密
度
が

落
ち
る
の
は
男
性
も
女
性
も
同
じ

で
す
。
し
か
し
、
女
性
は
、
ホ
ル

モ
ン
の
関
係
で
男
性
よ
り
も
骨
密

度
が
下
が
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　

骨
密
度
が
極
端
に
低
下
す
れ

ば
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
最
近
は
、
過
度
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
な
ど
の
影
響
で
若
い
女
性

に
も
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
健
康
的

な
方
法
で
適
度
に
。

　

そ
の
他
、
最
大
酸
素
摂
取
量
・

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
循
環
量
・
心
拍
出

量
・
肺
換
気
量
な
ど
男
性
と
比
較

す
れ
ば
女
性
の
方
が
劣
る
も
の
が

沢
山
あ
り
ま
す
。

し
な
や
か
に 

し
た
た
か
に

　

で
は
、
女
性
は
全
て
の
面
に
お

い
て
男
性
に
劣
る
の
か
と
言
え

ば
、
女
性
に
は
、
男
性
に
負
け
な

い
特
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
発
想
や
行
動
に
お
け

る
し
な
や
か
さ
、
ま
た
、
瞬
発
力

は
無
く
て
も
粘
り
強
さ
は
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
「
し
た
た
か
さ
」
も

女
性
の
方
が
勝
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
せ
ん
か
。

【
山
で
の
化
粧
】

　

お
洒
落
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
思

わ
ず
振
り
返
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

バ
ッ
チ
リ
メ
イ
ク
。

　

で
も
自
然
の
中
で
は
、
ど
う
な

　

山
小
屋
の
ト
イ
レ
は
、
ペ
ー
パ

ー
を
落
と
さ
な
い
・
協
力
金
を
支

払
う
な
ど
小
屋
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
感
謝
し
て
使
わ
せ
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　

山
で
の
排
泄
行
為
は
、
野
生
動

植
物
に
影
響
を
与
え
、
水
源
を
汚

し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

【
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
】

　

山
で
「
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
」

と
決
め
つ
け
る
の
は
、
好
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
互

い
に
そ
の
性
差
を
認
識
し
各
自
が

役
割
を
果
た
し
、
協
力
し
合
う
こ

と
で
す
。

【
可
愛
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
よ
】　

　

最
近
は
、「
レ
キ
ジ
ョ
」(

歴

史
好
き
女
子)

と
か「
リ
ケ
ジ
ョ
」

(

理
系
女
子)

な
ど
と
言
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
ね
。で
も「
山
女
」は
、

「
や
ま
お
ん
な
」。
何
だ
か
逞
し
い

男
勝
り
の
女
性
を
想
像
し
て
し
ま

い
ま
す
。
知
識
・
技
術
・
そ
し
て

女
ら
し
さ
を
併
せ
持
っ
た
自
立
し

た
登
山
者
と
し
て
の
女
性
。「
ガ

ク
ジ
ョ
」(

岳
女)

な
ん
て
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？　

山
ガ
ー
ル
か
ら
岳
女
へ
　

ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
！

　
　
　
　
　
　
ご
愛
読
感
謝　

了

の
で
し
ょ
う
。
紫
外
線
の
強
い
戸

外
で
の
活
動
で
す
か
ら
ス
キ
ン
ケ

ア
と
し
て
の
お
肌
の
保
護
や
手
入

れ
は
、
必
要
で
し
ょ
う
。
日
焼
け

止
め
は
、
必
需
品
で
す
。
う
っ
す

ら
と
自
然
な
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

程
度
と
唇
を
保
護
す
る
リ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
。
こ
れ
で
充
分
で
す
。
勿

論
、短
時
間
で
仕
上
げ
て
下
さ
い
。

メ
イ
ク
落
と
し
も
注
意
で
す
。
場

所
に
よ
っ
て
は
、
水
は
貴
重
。
携

帯
用
の
メ
イ
ク
落
と
し
の
使
用

を
。
香
料
の
強
い
化
粧
品
は
、
山

で
は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
甘

い
香
り
に
蜂
な
ど
が
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
体
の
匂
い
が
気
に
な
る
場

合
は
、
汗
拭
き
シ
ー
ト
を
使
い
ま

し
ょ
う
。
清
潔
に
美
し
く
！

【
山
で
の
ト
イ
レ
事
情
】

　

初
心
者
の
女
性
数
名
と
山
に
行

き
ま
し
た
。
２
時
間
ほ
ど
の
行
程

を
経
て
山
頂
で
す
。

　

「
こ
こ
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
し

ま
す
」
と
声
を
か
け
た
途
端
、「
ト

イ
レ
は
、
何
処
で
す
か
」
と
聞
か

れ
ま
し
た
。「
ト
イ
レ
は
、
そ
の

辺
で
」
と
言
え
ば
「
え
っ
、
で
き

ま
せ
ん
」
結
局
、
そ
の
方
は
、
ど

う
し
て
も
戸
外
で
の
ト
イ
レ
が
で

き
な
い
か
ら
と
山
か
ら
離
れ
て
行

き
ま
し
た
。
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１
．
登
山
リ
ス
ク
分
析
の

　
必
要
性

　

登
山
は
リ
ス
ク
を
伴
う
。
普
段

か
ら
の
習
慣
で
、
登
山
に
出
か
け

る
家
族
や
友
人
に「
今
日
行
く
山
、

大
丈
夫
？
」
と
声
を
か
け
る
こ

と
が
あ
る
。「
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
？
」

と
は
「
事
故
を
起
こ
す
可
能
性
は

小
さ
い
で
す
か
？
」
と
確
か
め
る

意
味
に
使
わ
れ
る
。
登
山
リ
ス
ク

も
同
様
の
意
味
を
持
っ
て
お
り
、

「
遭
難
事
故
に
直
面
す
る
可
能
性
」

と
定
義
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、「
あ

の
ル
ー
ト
は
リ
ス
ク
が
高
い
か
ら

気
を
つ
け
て
」
の
様
な
会
話
に
使

わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
日
常
会
話
に
使
わ
れ

る
登
山
リ
ス
ク
に
は
大
き
な
問
題

が
あ
る
。
上
記
の
会
話
の
よ
う
に

感
覚
的
な
危
険
性
の
予
測
範
囲
で

用
い
ら
れ
、
そ
の
大
き
さ
を
表
す

指
標
が
開
発
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
、
リ
ス
ク

は
発
生
確
率
と
影
響
度(
そ
の
事

故
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
；
例
え
ば
傷

害
程
度)

の
積(

期
待
値
に
相

当)

と
し
て
表
さ
れ
る
が
、
他
に

も
様
々
な
表
し
方
が
あ
る
。
今
ま

で
、
登
山
リ
ス
ク
が
、
こ
の
よ
う

な
方
法
で
算
出
さ
れ
な
か
っ
た
背

景
に
は
、
そ
の
算
定
根
拠
と
す
る

事
故
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
確
立
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

幸
い
、
日
山
協
、
労
山
、
都
岳
連

な
ど
の
協
力
を
得
て
10
年
分
の
事

故
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
た

こ
と
で
、
登
山
リ
ス
ク
の
計
算
が

可
能
に
な
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、

発
生
確
率
を
求
め
る
こ
と
は
難
し

く
、
平
均
的
な
年
間
登
山
回
数
で

の
発
生
頻
度
を
用
い
た
。

２
．
各
種
リ
ス
ク
分
析
結

果
の
表
示
法
紹
介

　

リ
ス
ク
表
現
で
よ
く
用
い
ら
れ

る
手
法
に
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｐ
法
が
あ
る
。

縦
軸
に
発
生
頻
度
を
と
り
、
横
軸

に
受
傷
・
症
状
の
程
度
を
表
す
と

図
1
が
得
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
発
生
頻
度
は
10
年
間
に

お
け
る
特
定
要
因
の
事
故
者
数
を

そ
の
期
間
の
山
岳
団
体(

日
山

リ
ス
ク
の
視
点
か
ら
遭
難
を
分
析
す
る

　

今
回
か
ら
「
安
全
登
山
の
た
め
の
リ
ス
ク
情
報
論
」
講
座
を
４
回
連
載
で
開
設
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
講
義
内
容
は
「
①
リ
ス
ク
の
視
点
か
ら
遭
難
を
分
析
す
る
」
か
ら
開
始
し
、
「
②
遭
難
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
；
特
に
道
迷
い
問
題
」
、
「
③
減
遭
難
運
動
の
勧
め
」
、
「
④
国
際
的
な
取
り
組
み
よ
り
」

を
予
定
し
て
い
る
。
現
在
、
関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
で
の
講
義
「
事
故
・
災
害
リ
ス
ク
情
報
論
」

の
学
外
授
業
で
あ
る
。
試
験
は
な
い
の
で
、
安
心
し
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

小　←　　ＩＩＣ（受傷・症状程度）　　→大

図１　滑落事故のRMap

高
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図２　事故の発生時刻分布の表現法比較

時
刻
別
事
故
該
当
数 協

、
労
山
な
ど)

会
員
数
と
平
均

登
山
回
数
で
割
っ
た
も
の
で
、
縦

軸
は
上
に
行
く
ほ
ど
発
生
件
数
が

増
加
す
る
。
横
軸
は
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の

受
傷
程
度
の
分
類
Ｉ
Ｉ
Ｃ
を
用
い

た
。
図
は
「
滑
落
」
に
注
目
し
て
、

各
受
傷
程
度
に
応
じ
た
発
生
頻
度

が
描
か
れ
て
い
る
。図
の
見
方
は
、

右
斜
め
上
Ａ
ゾ
ー
ン
に
向
か
う
ほ

ど
危
険
性
が
高
く
対
策
を
必
要
と

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
滑
落
の

場
合
、
即
死
事
故

で
し
か
も
発
生
頻

度
が
高
い
A
ゾ
ー

ン
に
プ
ロ
ッ
ト
が

青
山
千
彰
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
教
授
、

専
門
は
危
機
情
報
論
。
各
種
事
故･

災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
問
題
を
扱
う
と

共
に
山
岳
遭
難
事
故
を
研
究
し
、
日

本
で
唯
一
山
岳
遭
難
事
故
を
ゼ
ミ
で

扱
い
「
遭
難
研
」
と
呼
ば
れ
る
。、

大
阪
府
山
岳
連
盟
顧
問
。
山
岳
事
故

が
発
生
す
る
と
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

に
か
り
出
さ
れ
る
た
め
、
ご
存
じ
の

方
も
多
い
。

関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
教
授　

大
阪
府
山
岳
連
盟
顧
問　
　
　
　

青
山
千
彰

見
ら
れ
る
た
め
、

急
ぎ
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。

　

一
方
、
リ
ス
ク

ス
コ
ア
RS
は
Ｒ
Ｍ

Ａ
Ｐ
の
分
布
を
指

標
表
現
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

図
2
は
、
24
時

間
軸
に
対
し
て
、

従
来
表
現
の
事
故

者
分
布
と
リ
ス
ク

ス
コ
ア
か
ら
得
ら

れ
た
分
布
を
重
ね

た
も
の
で
あ
る
。 

事
故
者
の
分
布
は

14
時
の 

ピ
ー
ク

(

魔
の
2
時)

を
示
す
の
に
対
し
、

リ
ス
ク
表
現
す
る
と
11
時
に
ピ
ー

ク
が
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
魔
の
2

時
で
は
軽
傷
事
故
の
発
生
頻
度
が

高
く
、
11
時
で
は
重
症
化
す
る

事
故
が
多
い
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
リ
ス
ク
表
現
の
有
用
性
が
分

か
っ
て
頂
け
る
で
あ
ろ
う
。

　

リ
ス
ク
分
析
表
現
に
は
、他
に
、

登
山
道
の
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
や
事
故

過
程
リ
ス
ク
な
ど
が
あ
る
。
従
来

の
事
故
統
計
表
現
の
欠
点
を
補
う

新
手
法
と
し
て
、
大
い
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

「
安
全
登
山
の
た
め
の
リ
ス
ク
情
報
論
」

＜ No.200 ＞
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10 月 23 日 ( 晴 )　出発 AM8:30　ナンガゾン尾根、

5000m 迄高所順応ハイキングへ。

上部は先日のインドストリームの影響か雪が 10cm 程残

っている。 AM12:25 帰着。 明るく暖かい日だったので、

洗髪やくつろいで過ごす。

10 月 24 日 ( 晴 )　出発 AM8:00　吊り橋を渡って 「ト

ゥクラ (4420m)」 より 「トゥクラ ・ パス (4620)」 に登る、

この辺り残雪と仏塔とエベレストで亡くなった人々の石

碑が沢山あるところだ。 又クンブ ・ グレッシャーのモレ

ーンの舌がここからはじまる。 寒さと高度が増す中 「ロ

プチェ (4887m)」 に到着 PM2:20 着。

10 月 25 日 ( 晴 )　出発 AM6:20 まだまだ朝日の昇ら

ない凍った雪道を寒さに震えながら最終ロッジ 「ゴラク

チェップ (5170m)」 へ向かう。 元気な東京組 3 人は早

い目に出発エベレスト BC を目指す。 関西組はサーダ

ーとゆっくり登りロッジ着 AM10:30

昼食後 BC 方面へクンブ氷河のモレーン沿いの道を散

策、 明日登るプモ ・ リから南に派生した尾根上の 「カ

ラパタール (5550m)」 は、エベレストを間じかに望める。

沢山のトレッカーが登っている。 高度障害の病人か緊

急ヘリコプターが頻繁に飛んでいる、 途中ライチョウの

様な 「雪ニワトリ」 3 羽がエサをついばんでいた。

ロッジ帰着 PM2:00、 BC 組は帰着 PM3:00。 テントも

エべレスト BC へ　ネパールの旅 (2)
(2013.10.16〜11.6)

無かったそうだ。

10 月 26 日 ( 晴 )　出発 AM7:30　元気組とゆっくり組

と別れ我々はゆっくり組、 尾根の取り付き迄平坦な雪道

を歩き、 急な登山道に入る。 ここでパートナーが寒さと

高度で体調を崩す。 エベレストの山頂が見える (5400m

位 ) の暖かい陽だまりの草付きで、 回りの 8000m クラス

の高峰と氷壁と氷河の風景を楽しみ、ここより引き返す。

5 人はカラパタールを登りロッジへ、 体調を崩したメン

バーが増えだしたので高度の低い 「トゥクラ (4620m)」

まで下る事にする。 PM4:30 着。

10 月 27 日 ( 晴 )　「タンボチェ (3967m)」 PM2:30 着

この日、 1 名 ・ 馬を雇う　100 ドル。

10 月 28 日 ( 晴 )　「ナムチェバザール (3440m)」 で 1

名ヘリコプターでカトマンズへ帰る、 AM12:30 着。

10 月 29 日 ( 晴 )　「パグディン (2640m)」 PM2:30 着。

10 月 30 日 ( 晴 )　「ルクラ (2850m)AM12:00 着。

10 月 31 日〜 2 日　天候不良で飛行機運休。

11 月 3 日 ( 晴 )　「ルクラ」 より 1 段下の 「スケヘリポ

ート (2200m)」 迄下りチャターヘリでカトマンズまでかろ

うじて下山する。 費用 600 ドル (1 人 100 ドル )。

( ローツエ峰越しにエベレスト )

ネパールトレッキングの注意事項

⑴ 飲み水はペットトボトルが最奥のロッジでも売ら

　　れている。

⑵ 日本からＨ２Ｏの粉末を持参して、ボイルウォー

　　ターに溶かすのが良い。

⑶ 下痢対策として「ビオフェルミン」を毎食に服用

　　するのが良い。

⑷ ロッジのシュラフは暖かいが、インナーシーツが

　　フリースで良くない。シルクインナーシーツは、

　　コンパクトで暖かく大変有効である。

⑸ ルクラからのフライトは飛べない日が多いらし　

　 く、対策が必要です。

＜ No.200 ＞

大阪うすゆき山の会会長　中村久住
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４
月
６
日(
日)

　

１
６
９
回
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

　

高
森
山(

読
図
ハ
イ
ク)

５
月
11
日(

日)

　

１
７
０
回
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

　

鎧
岳•

兜
岳(

読
図
ハ
イ
ク)

６
月
22
日(

日)

　

１
７
１
回
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

　

ボ
ン
デ
ン
山(

尾
瀬
ト
レ
ー
ニ

　

ン
グ)

７
月
３
日(

木
夜)

～
６
日(

日)

　

１
７
２
回
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

　

尾
瀬
縦
走
・
燧
ヶ
岳
登
山

 

パ
ー
ソ
ナ
ル
山
行

 

大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

<12>2014 年 (平成 26 年 )4 月 1 日発行 山　岳　大　阪

  

第
40
回 

チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
大
会

４
月
13
日(

日)

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
イ
ル
コ
ー

ス
の
う
ち
の
二
上
山
か
ら
天
見
駅

ま
で
の
縦
走
に
、
登
山
と
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
あ
な
た

の
体
力
・
脚
力
・
技
術
に
応
じ
て

初
級
、
中
級
、
上
級
を
認
定
。

◇
コ
ー
ス

ス
タ
ー
ト　

葛
城
市
「
ゆ
う
あ
い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ
れ
あ
い
広
場
」

⇩
二
上
山(

岩
屋
峠)

⇩
葛
城
山(

初
級
ゴ
ー
ル)

⇩
金
剛
山(

中
級
ゴ
ー
ル)

⇩
南
海
天
見
駅(

上
級
ゴ
ー
ル)

◇
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
踏
破
認
定
証

登
山
は
当
日
申
し
込
み
可
で
す
。

 

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
属
の
分

布
域
は
日
本
列
島
か
ら
朝
鮮
半

島
、
琉
球
諸
島
、
台
湾
に
か
け
て

分
布
す
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
５

種
類
知
ら
れ
て
い
る
▼
そ
の
中

で
、
最
も
分
布
域
が
広
い
の
が
シ

ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
で
そ
の
分
布

域
は
本
州
，
四
国
、
九
州
ま
で
広

が
っ
て
い
る
。
生
態
分
布
も
き
わ

め
て
広
く
、
低
地
落
葉
樹
林
帯
の

林
床
、
さ
ら
に
高
山
帯
の
高
層
湿

原
や
中
性
お
花
畑
の
草
原
、
ハ
イ

マ
ツ
林
の
周
縁
部
な
ど
、
じ
つ
に

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
生
活
圏
を
も

っ
て
い
る
▼
本
州
紀
伊
半
島
以
西

に
は
、
母
変
種
で
あ
る
シ
ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
カ
マ
に
か
わ
っ
て
、
白
い

花
を
つ
け
る
変
種
の
シ
ロ
バ
ナ
シ

ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
が
分
布
▼
掲

載
写
真
は
、
岩
湧
寺
の
周
辺
で
見

か
け
た
シ
ロ
バ
ナ
シ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
▼
そ
の
他
九
州
の
ツ
ク

シ
、
琉
球
の
オ
オ
シ
ロ
な
ど
、
亜

種
が
分
布
し
多
様
な
種
内
変
異
を

含
ん
だ
種
で
あ
る
。　

石
水
久
夫

５
月 

25
日(

日)

◆
場
所　

大
阪
府
交
野
市
ほ
し
だ

園
地
内
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
オ
ー
ル

◆
競
技
種
目　

リ
ー
ド
競
技　

▼

競
技
種
別 

⑴
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス   

⑵
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス 

⑶
ビ
ギ
ナ
ー

ク
ラ
ス 

▼
参
加
定
員　

各
競
技

種
別
30
名

　
　

ほ
し
だ
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会

要
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

４
月
20
日(

土)

　

岩
登
り
練
習
会
Ⅰ(

蓬
莱
峡)

　

ア
ル
プ
ス
の
縦
走
に
使
え
る
技

　

術
を

５
月
24
日(

土)

～
25
日(

日)

　

台
高
・
大
杉
谷

　

(

桃
の
木
山
の
家
泊)

６
月
29
日(

日)

　

岩
登
り
練
習
会
Ⅱ(

芦
屋
川)

７
月
19
日(

土)

～
21
日(

月)

　

加
賀
・
白
山

　
北
縦
走
路　

お
問
合
せ

　 大
阪
府
山
岳
連
盟
事
務
局

　　　　
０
６-

６
９
７
３-

３
６
７
５

  yam
aosaka@

hera.eonet.ne.jp

詳
細
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
し
込
み
は

 http://sangaku-osaka.com

 
４
〜
６
月
の
ご
案
内 

2014

ユリ科
ショウジョウバカマ属

40
回
目
の
記
念
ダ
イ
ト
レ

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
技
術
・
競
技
力
の
向

上
と
さ
ら
な
る
普
及
・
発

展
を
目
的
に
、
ほ
し
だ
カ
ッ

プ
２
０
１
４
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
関
係
各
団
体
・
機

関
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
多
く

の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
参
加
と

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
フ
ァ
ン
の

応
援
を
お
待
ち
し
ま
す
。
な

お
こ
の
コ
ン
ペ
は
国
体
山

岳
競
技
等
へ
の
出
場
選
手

の
選
考
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ン
ペ

ほ
し
だ
カ
ッ
プ
２
０
１
４

救
急
法
講
習
会

読
図
講
習
会

◆
５
月
19
日(

月)

19
時

◆
大
阪
セ
ル
ロ
イ
ド
会
館

　
岳
連
事
務
所
の
３
Ｆ
で
す

地
下
鉄
千
日
前
線
今
里
駅
北
へ
５

分 　

０
６-

６
９
７
３-

３
６
７
５

山
で
事
故
に
遭
っ
た
ら･･･

　
適
切
な
応
急
手
当
の
講
習
会

６
月
14
日(

土) 
15
日(
日)

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

定
員　

50
名

　
登
山
の
基
本
と
な
る
読
図
が
十

分
出
来
ず
道
に
迷
う
遭
難
事
例
が

増
え
て
い
ま
す
。
遭
難
事
故
原
因

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
道
迷
い
事
故
を

防
ぐ
為
に
、
地
形
図
と
コ
ン
パ
ス

を
利
用
し
た
机
上
と
実
技
の
読
図

講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
机

上
と
実
技
講
習
で
す
。

机
上
講
習　
５
月
17
日(

土)

　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

実
技
講
習　
５
月
18
日(

日)

　

六
甲
周
辺

定
員　

40
名　

 

大
阪
府
山
岳
連
盟

 

平
成 

 26
年 

年
次
総
会

  2014 OSAKA CHAMPION SHIP

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
山
行
は
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
メ
ン
バ
ー
対
象
の
山
行
で

す
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
は
年

会
費
３
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
３

面
の
広
告
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
創
刊
２
０
０
号
と
な
っ

た
。
昭
和
23
年
の
創
刊
号

に
目
を
や
る
と
、
混
沌
と

し
た
社
会
と
連
盟
に
託
す

岳
人
の
切
な
る
願
い
が
読

編集後記め
て
く
る
。
高
み
に
挑
戦
し
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
す
る
姿
が
浮
か
ん

で
く
る
。
そ
の
後
２
０
０
号
に
至

る
ま
で
の
変
遷
は
い
か
な
る
も
の

か
。
山
岳
連
盟
も
世
代
に
合
わ
せ

た
機
構
改
革
は
急
が
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
同
時
に
、
黎
明
期
の

思
い
を
呼
び
起
こ
し
、
明
日
に
伝

え
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
編
者
と
し
て
そ
の
よ
う
な
使

命
を
感
じ
、
改
め
て
身
が
引
き
締

ま
る
。
感
謝
。　
　
　

(

典
童)

　

■
２
０
０
号
に
立
ち
会
え
る
の

は
あ
る
意
味
幸
運
で
あ
る
。
一
年

で
４
号
だ
か
ら
２
５
０
号
も
も
ち

ろ
ん
立
ち
会
え
な
い
。
資
料
を
読

み
な
が
ら
先
輩
た
ち
の
苦
労
を
共

有
し
た
。
後
へ
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
時
代
に
即
し
た
広
報
誌

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。
▼
増
ペ

ー
ジ
と
し
ま
し
た
。「
２
０
０
号

の
あ
ゆ
み
」
の
中
の
画
像
は
Ｈ
Ｐ

で
読
み
取
り
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
の
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
お
待
ち
く
だ

さ
い
。
▼
冬
山
講
習
会
70
回
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
登
山
40
回
、
山
岳
お
お

さ
か
２
０
０
号
。
岳
連
の
歴
史
を

繫
げ
た
ろ
う
か
。　

(

一
之
宮)

＜ No.200 ＞


